
これから、梅雨の季節になります。湿度・温度ともに高く

なり、また天気が変わりやすいこの時期は、体調を崩しやすい時

期でもあります。
過ごしやすい環境作りに配慮し、毎日のお子さまのよう

すの変化に気を配っていきましょう。

健康管理をしっかりして、感染症を予防しましょう。
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歯と口の健康

について知ろう

  ６月４日はむし歯予防デー 
 

歯みがきの習慣づけが、むし歯予防の第
一歩です。
高瀬小では、給食の後、感染症対策をし
ながら、歯みがき指導を行っています。
ご家庭でも、親子で歯をみがくことで、

毎食後に歯をみがく習慣をつけましょう。

正しくみがくために・・・

●ブラシやグリップの形がシン
プルで小さめの歯ブラシを使
う。

●磨く面に直角にブラシを当てる。
●ブラシは、柔らかい力で、できるだけ細
かく動かす。１本１本みがくつもりでみ
がく。

６月の保健行事

★内科検診

６ /３（木）１３ :１５～
桜・星組、３年生、４年生

★レントゲン撮影
６ /１１（金）９ :２０～
１年生希望者

★心臓検診

６ /２４（木）１０ :００～
１年生（全員）
２年生（１年時の未済者）

 １．食べたらみがく習慣を 

 ３．規則正しい生活習慣を 

 ２．栄養バランスのよい食事
バランスのよい食事で、糖質のとりすぎは

抑えられ、また、骨、歯によいとされるカ

ルシウムは、ビタミン類や

リンといっしょにとること

で吸収されやすくなります。

 ４．定期的に歯科検診を 
乳歯のむし歯は、早く発見

し治療することで、永久歯

に影響を残さずにすみます。

生活リズムの乱れ、特に睡

眠不足は、体の機能が低下
し、抵抗力が弱まるなど、

体のあらゆる面において悪

影響をおよぼします。

食後 30分以内にみがくこ

とで、菌の繁殖を抑えます。

 歯と口のための「歯科保健４つのポイント」 



熱中症とは、高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）のバランス

が崩れたり、体内の調整機能が壊れるなどして発症する障害のことをいいます。
熱中症の原因は、体温が上昇して体温調節機能のバランスが崩れ、体内に熱が溜まっ

てしまうことです。体温が上昇した場合、人の体は適度な体温を維持するために、汗を

かいたり皮膚温度を上昇させたりして熱を体外へと放出します。この機能が損なわれる

ことで熱中症が生じます。

★熱中症予防へのお願い★
② 帽 子

④マスク

○暑くても、マスクを着用します。
○息苦しい時は人から離れて、マス

クを外して呼吸を整えます。

○登下校中、人から離れている場合

にはマスクを外しても大丈夫です。

○汗や鼻血でマスクが使えなくなる

場合もあります。予備を２～３枚
ランドセルの中に入れてください。

これからは、紫外
線の多い時期です。
外に出るときは、必ず
帽子をかぶるようにし
ましょう。
帽子は、つばが広く
通気性のよい素材のも
のがおすすめです。

①水筒
登下校や体育中、体育の前

後にこまめに水分補給をして

います。

※スポーツドリンクは、運動

の前・中・後に水分の補給と糖質を中心と

したエネルギー源の補給、ビタミンやミネ

ラルを補給する飲料です。糖質がたくさん

含まれているので、「氷」をたくさん入れ

てきて薄めて飲むことをおすすめします。

また、スポーツドリンクが苦手はお子さん

は、ミネラルの入ている「麦茶」をおすす

めします。

さらに、梅干しや味噌汁、塩むすびなど

から塩分を積極的に取りましょう。

※体調が悪い時は、必要に応じて保健室

で経口補水液等を飲ませます。

③タオル
汗をたくさんかきます

ので、汗拭きタオルやハ

ンカチを２～３枚用意し

ましょう。

 熱中症予防・・・こまめに水分を補給しましょう！ 

頭ジラミに注意
主に 10 歳以下の子に多く、側頭部～後頭部やその周囲をよく引っかきます。頭

髪の根元付近に付着した 0.05mm 程度の白い卵で見つかることが多く、 2 ～ 4mm の
虫が見えること、ヘアキャスト(髪にまとわり付くゴミ)と区別できないこともあります。

富岡甘楽「歯と口に関するコンクール」への学校代表児童の紹介

★よい歯の児童代表 【６－１ 齋藤 康紀さん】 標語学校代表作品
★図画学校代表 【３－２ 金井 萌花さん】
★ポスター学校代表 【５－３ 田中 杏莉さん】 よく噛んで
★標語学校代表 【６－１ 窪田 琉良さん】 正しくケアして

健康長寿
※今年度もよい歯の審査会・コンクールの表彰式は中止となります。

アタマジラミの白い卵が根元に付着する。皮膚科を受診 →


